
令和６年度豆類振興事業（調査研究助成費）の成果概要
⑤ 課 題： 若者にとって和菓子とは―餡を使った菓子の「オノマ

トペ」を活用したコミュニケーションの検討に向けて―
代表者： 宮城大学食産業学群 准教授 滝口 沙也加

• 和菓子の喫食状況を表現するオノマトペの構成要素としては、「ゴロゴロ」
や「フワフワ」のように、食材の状態や食感に関する語が中心となっている
（表）。

• 一方、洋菓子や和洋折衷菓子の喫食時としては、「ハピハピ」や「ワクワ
ク」といった楽しさや幸福感を表す内容のオノマトペが、「フワフワ」や
「トロトロ」などの菓子の状態を表すオノマトペと結びつき表現される。

• 若者は和菓子に「脂質が少ない」⇒「健康的」⇒「うれしい」/「食べたく
なる」、「脂質が少ない」⇒「うれしい」、「甘さが控えめ」⇒「食べや
すい」、「カロリーが低い」⇒「健康的」/「うれしい」といった繋がりか
ら構成される評価を抱く（図） 。

• 一方、洋菓子では「太る」などの否定的な印象により喫食行動には結びつ
かず、和洋折衷菓子では「珍しさ」から喫食行動へと結びつく評価を抱く。

• つまり、和菓子では「健康的」という評価が「食べたくなる」といった喫
食行動へと繋がることが他の菓子にはない特徴となっている。

目 的

成 果

若者にとって和菓子（餡を使った菓子）とは何かについて、オノマトペによる
表現に注目しながら、若者が捉える和菓子の特徴を明らかにすることを目的とする。

①若者が抱く和菓子に対する評価

②若者のオノマトペ表現による和菓子の評価

図 若者が抱く和菓子に対する評価

表 若者におけるオノマトペ表現による菓子の評価

和
菓
子

大福
デロデロ―ボリボリ―フンフン，ネチュネチュ―ウレウレ
―モチャモチャ―キャシャキャシャ

どら焼き
ゴロゴロ―パクパク―ダラダラ，ウマウマ―アマアマ―フ
ワフワ

洋
菓
子

ケーキ
ハピハピ―フワフワ―アマアマ，アムアム―ヤタヤタ―ニ
ヤニヤ

和
洋
折
衷
菓
子

クリーム
大福

パサパサ―フムフム―トロトロ，ワイワイ―モチリモチリ
―トロリトロリ，リョクリョク―フォスフォス―チョビ
チョビ―モスモス，カワカワ―アラアラ―オイオイ―ホウ
ホウ，フワフワ―ワクワク―モチモチ―アマアマ―ウマウ
マ，テンテン―ユキユキ―ウエウエ―モンモン，ウフウフ
―プクプク―ニマニマ―ムチムチ―モフモフ

クリーム
どら焼き

シアシア―ドキドキ―ノウノウ―マンマン―ナメナメ，
キョチキョチ―ニリニリ―ミョヌミョヌ―ワヤワヤ，ワク
ワク―ハピハピ―アマアマ―ウマウマ―トロトロ―フワフ
ワ，フンフンシッシ―ハフハフ―ズシズシ―ポフポフ

注：ポジティブな心情として読み取れるオノマトペを太文字・下線で表現。
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